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行 うことがよいかの問題が生 じる。そのため,も しこれが欠けるなら,そのことによって子ど
もの生涯を通 じてどのような禍根を残すのかの観点か ら検討すべき問題と,幼児教育における
4・5歳児の発達と,6歳児から始まる初等教育で考えられてい.る標準的な見方が,現 実の中
に見 られる具体的な子どもの姿 と望ましく接合するかの問題との2つ の面が考えられ検討すべ
き課題 としてうかびあがって くる。







この研究の目的は,こ のことを考え,最 終的には総合的な観点に立 って,幼 小の一貫性の問
題を前景とした 「子どもの発達と教育的作用」の問題の解明を図ることにあるが,そ の第一段






















え,子 どもの活動によりよい条件をあたえるな らば,そ れだけ素質を十分に発達させることに
なろうし,環境がどのような影響をあたえるかはつねに子どもの内的条件に規定 されるのであ
るから,基本的には,幼児の場合にあっても,数概念の発達に認知機能の発達と平行 した学習






言われていることから考え,こ の過程の中で,そ れに対応 し得る学習内容を同化吸収 し,能率
的に行なわせることを考えれば実践は可能になろう。
教育における学習のもつ意味は,それによってr早 める」ことではな くして 「充実させる」
ことにあると考える。
そこで,幼 児に充実 した学習をということを考える時は,例 えば,「数の保存」 の形成の基
礎 となるような経験を経るように与えることによってそ こに予想される発達の遅滞や不完全の
起 こらないように計画的に実践することが大切であると言うことになるり,そのことは,幼児
が対象操作の経験を豊かにし,それが蓄積され,組 織化され,数学的な見方 ・考え方に通 じる
新 しい論理を理解することになろうし,そこに充実 した学習を前提 とした教育の意味があるの
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であって,そ うした過程をとお してこそ幼児の諸経験を蓄積 しながら数的内容を発見すると考
え られる。








1.研 究 テ ー マ
「数概念の形成にかかわる生活経験」の調査研究
2.テ ー マ設定 の理 由 と根拠
(1)理由
情報化社会,そ れはとどまることな く進展 し変化 している。そのような社会の中に誕生 し・
成長 している幼児であり,幼児の生活行動は,家庭か ら社会へ,さ らに幼稚園へと成長の過程
を歩む幼児は,それぞれの過程をとりまく環境において,多 様で,し かも多量の影響を受けつ
つ,諸 経験内容を吸収 しながら成長 していくのである。
そこでは,文字を初めとして数的内容に関するもの等,幼 児の身近な生活の中にはいり込む
ものを吸収 し,ある程度知識 として身につけているものと考え られる。 しかし,知識 といって
もまだ組織化されたものとはいえないだろう。
このような幼児の質的な面を理解 しながら,知的教育を組織化するまでの前段階 と して の
「数学的な物の見方 ・考え方」に連なる 「基礎的なものの経験(子 どもの一 日の生活行動を通
じて数量 ・形に関する芽ばえと考えられる諸内容)」を,ど の ような場をとお して身につけて
いくのだろうか。このことを幼児の一 日の生活帯から見出そうとするものである。
この課題を追究 し解明を図るためには,多 くの要素を分析 し,そこに内存するものと考えら
れる諸内容を整理する必要があり,具体的には,知 的な側面か ら考察 し,基本的条件と考えら
れるものを集収しようとするものである。
幼児は 「数概念の形成」のため 「数量 ・形的な経験を生活の中でどのように蓄積 して い る
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(2)調査問題作成の根拠
幼児の遊びと数量 ・形等の数的行動 との関係を把握する目的から,幼児の一日の生活行動を
幼児の生活の基盤である家庭 ・地域 ・社会を対象 として,保 護者の意識的な観察を通 して,「数
量 ・形の概念の形成」に関連する数的内容の芽ばえをとらえ,こ れ らが将来において,幼児期
における教材内容一教材化一さらには教育的作用に連がるものとしてとらえることを 意 図す
る。









数的内容,数 量 ・形を特別なものとして取 り出すことは困難であるため,そ こでは全体として
の質に依存 し,包含されたものの全体としてとらえることが必要になるだろう。





ものが目的であ り,遊びによって動機づけられているものであるか ら,そのような中に,数 的















⑤ 物や形について興味や関心を持ち,丸 や四角などの特徴に気づ く。 .'











また,入 学直前の児童の数概念の発達の実態 として,次 のような結果が報告(小 田 ・'宮城 ・
1953)されている。
A,数 え方の発達 と して,
ア,数 詞の唱え方を どう して知 ったふ
表1
家族の者轍 えたi自然に黼 した 降 蠍・修得した 【全然修得してい妙
48%41%10%1
イ,数 詞をい くつまで正 しく唱えることがで きるか
表2
唱 え 方 不能な者 1～56～1011～2021～5051～100101～
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の結果 は,表3の とお りであ る。
表3
数 え 方 【不能な者 【・-516-・・i・・-2・12・-5・15・一…i…-1














繰 り返 している。この経験が,計算への導きとなり,除法や分数の芽ばえが,かな り早 くか ら
発達することが認められている。




B,計 算能力の発達 につ いて,'
就学前 にある幼児 も,日 々の遊 びの中で,多 くの数的 内容を経験 してお り,た とえ,そ れは
きわ めて具体的で あるとは言え,あ る数範 囲内において は,計 算 さえなされて いることが読み
とれ る。
ア,加 法






百 分 率Ig61 931g・18gl881881881881 88 87






百 分 比 【93i84}8・1 80
イ,乗 法
乗法の調査結果は,数処理を行なう場合には,加法で行ない,乗 法 の機 能 は全 く認められ











数の大小比較,形 や大 きさの比較,弁 別についての場面
・花集めをする。子どもたちは自分が集めてきた花を友だちと比べ,「たくさんある」とか





については,高低,長 短,広 さということにも積極的に関心を示 し,そのような判断もで
きるようになる。
一19一
人 文 学 論 集
速い,遅 い,前後,左右に関する場面。
・タクシーに乗って市電を追い抜いたり,お もちゃの自動車を競争ぎぜた りすることによっ
て速い,遅 いに関心を示すとか,自 分と誰れとが並んでいるとか,自分の右手と左手 との
区別などができ関心をもつようになる。
以上のように,幼児は自然の遊びを通 して,手足を通 して,体で じかに触れながら体験 し,
直接の経験を とお して,興 味 ・関心を示 しながら吸収 し累積 していくのである。
このように幼児の一日の生活帯の中には,数多 くの数的内容が点在し,幼児が興味 ・関心を
示 しなが ら,幼児の発達段階か ら考え,年令に相応に吸収され定着 していくものと,困難なも
のが出て来ることは,今 日までの研究の成果が証明 しているところである0
そこで,こ れ らの経験内容をどのように指導に生かすかの課題が生じて来る。
「幼児に数量 ・形についての大小,も のの形,長 さ,広 さ,速 さ,前後 ・左右 ・遠近などの位










幼児期にある子どもは,体を動か し,物をいじったり 厂しなが ら」,活動 「しながら」体全体















内容 「数概念の形成にかかわる生活経験」調査 とし,調査内容を,A分 野とB分野の2つ


















◎ 家庭で習慣化されている時刻帯〔入浴 ・夕食b就 寝等〕
⑪ 幼児にとって自由な遊び時刻帯
国 経験内容の発生を次の項目か ら,各家庭の時刻から判断し考察 しようとした。




圀 子どもの生活帯(起 床から就寝まで)で,数 的内容の発生頻度を調査
・大小,・ 多い少ない,・左がわ ・右がわ(左右)・ 遠い近い ・大きい小さい ・高い
低い ・長い短い ・何 じ ・まるい ・しかく・さんかく
(生活帯の中に点在する数的内容を,興 味 ・関心の高いものか ら順位を調査する。)
調査問題
お子たちの生活の中で,(起床から就寝まで)興 味 、・関心の高いものから()に,書 き入
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れて下 さい。
⑦C)大 ・小.(イ)ぐ)大 きい ・小 さい ㈲()多 い ・少 ない
、㊥()左 ・右 ㈲()左 が わ ・右がわ ㈲()高 い ・低い
㈲()遠 い ・近 い ㈲()長 い ・短 い ㈲()ま るい ・しか く ・さんかく
口()何 じ ・
例.。 洗面の時((ア)・(ウ)・オ)
圈 舳 灘 の場で鱒 び人靴 遊び相手の畿 、
乏家離 野豪欝 蓬驚),一:己: _,
ii
,、,_褪 母・賜 呂 弟噸 敏 焼鞭 劃 辷一 ∵
、圏1遊 び の 種 類 の 課 査.ご 嚇,豢.….、
1どら・と遊 び,お に ご っ、こ,あ や と り,ボ 瓢 ル 遊 び,・ ∵」・・粘 土,絵 画,造 形,サ ー キ ッ ト,折
り紙,絵 本 等 を 用 い た 遊 び)1・ ご1
固 読 み 物 の 内 容 と購 入 方 法 の 調 査1..、._ 、一、.、,1
備肪 法については・轡 難 乱モども喋 興 応島て時々にゆ 綜 する)曇
圈 子 どもが用 いるJL具で,市 販 しでか る もの以外 の調査"
・廃 品 ・毛糸 ・糸 まき ξプラス チ ックの ビン ・こばた ・玉ケ ース ・は し ・ス トロー ・玉 かん
・キャップ・ホース ・タイヤその他
7数 え方,数 字の書き方を意図的に教えているかの調査
(数え方,数 字の書き方の2つ に区分,ρ特別,必要に応 じて,計 画的にの3つの選択によっ
て調査)
團 さんかく,まる,しか くの用語の使用についての調査 と,3つ の形以外の使用。
(時々 ,よ く使うと2つの選択によって調査)
回 数を数える場 合と数を使う場合 とについて,焦 点化 して重ねて調査
(調査内容は～[羽と同様)
この調査によって期待 した ことは,家庭や近隣i社会で幼児が生活の中において,諸 々の数的
内容 数量 ・形に対する経験 を,1つ は習慣化 された場面 で,2つ には自由な遊びの
中で,ど のような頻度によって,ど のような人数で,ど のような相手によって,ど のような玩












生活行動における生活経験をn～ 囹の項目から求め,分 析考察 し,就学前教育に対する基礎資
料を得ようとするのである。
4.結 果 の 考 察:1:
表1記 入 者 の 性 別
解答者の性別
園児の性別






(Fは母親,Mは 父親,Wは 父 ・母の二人で相談 して解答 した場合や両親以外の解答者)
S,0園 とも解答者は母親が大半を占めているが,園児の性別の違いが回答者め性を規定 し
ている傾向がS園 でみられる。つま り,園児が男児の場合,父 親が解答する率が高いのは興味
深い。
表2記 入 者 の 年 令
解答者の年令
園児の性別












(M:男,F:女 。 以 下 の表 も同様)
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表3園 児 の 暦 年試 6:006:016:026:0316:04 6:05 6:06 6:07 6:08
S (M)11(3)3(9)3(9)3(9)2(6)1(3)3 (9)12(6)13(9)
CF)14(10)4(10)12(5)7(18)2(5)1(3)3 (8>15(・3)[4(・)
0 CM)11(6)16(17)12C11)1 (6) 1(6)13(17)11C6)
(F)II1(14)112(29) 1{4) 1(14)11(14)
6:09i6:10 6:111鯱入1計
3 (9)3 9)【 6(18)33(99)
2 C5)3 (8)$(5)i 39(100)
3 (17)【 3(17) 21(103)
1(14) 7 (89)
質問国:
表4起 床 の 時 刻
＼! 6:30 7:00,7:30一8:00綿 賭1 計






表5洗 面 の 時 刻
＼i 7:00 `7':'308:00 8:301鯱嚠 計
S (M)乞 3(9)19(3・)1(36)レ(2・)11(3)33(99)
(F) 3 (8)13(33)118C46)4(10)1(3)39(100)
0 CM) 7 (22)6(33)レ(39)11 1(6)21(100)





表6朝 食＼ 7:00 7:30[8:00 8:30無記入者 計
S (M) 18(24)18(55)7(21) 33(100)
(F) 1C3)10(26)18(46)9(23)1(3)39(104)
0 (M)ll 6(33)11(61) 1(6)18(100)





(F) 3 C8>15(38)【 1(3)20(51)39(100>
0 (M) 1 i8 (44)1(6)11 9 (50)18clop)








0 (M)1(6)5(28)11C6)19(50) 【1(3)1【 2(11)18(101)






＼115・3・ ・7…18:00118:30119:00119:302・…2・ ・3・2・… 無記賭1 計
S (M)1(3)1(3)4(12)3(9)3(9)10(30)10(30)1(3)1133(99)
(F) 1(3)5(13)4(10)116(41)(8)8(2 )11(31(3)39( 02)
O CM) 11(6)1(6)5(28)5(28)1(14)5(28)1(6)19(116)
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表1①夕 食
＼ 15:30 18:00 18:30 19:00 19:30:無記 入 者: 計 ・
S (M) 1(3) 8(24)12(36)19(27)4(12)11(3)35(105)
(F) 113(33)13(33)8 (21)3 (8)1(6)38(101)
0 (M) 15 (28)8 (44)3 (17)1(6)117(95)





＼ 19:00 19:30 20':00 20:30 21:00 21:3022:00無記嚠 計
S (M) 12(6)2 (6)8(24)18(55)1'(3)11(3)2(6)34(103)
(F) 1(3)12C5)15(38)[1 20(51) 1'1C3)2(5) 41(105)
0 (M) 1(6) 1 (6)6(33)9 (50)1[ 1(6) 18(101)




＼ 0:30 1:00 2:303:003:304:00 4:30 5:00 5:30
S (M) 1(3)1(3)14(12)3(9)7(21)1(3)1・(3)一
(F) 1 5(13)8(21)6(15)(3(8)2(5)2(5)1 (3
ρ (M) 1 1(6)5(28)2(11)2(11) i 1ユ (6)
(F) 1 ,2(29)2(29)11(14)
一一
6:00 6 30 7 001無記入者 計
1 (3)1(3)1 (3) 12(36)33(102)
1 (3) 2(5)1 9 (23)39(1Q1)
2 (ユ1)3 (17)【 卜2(11)18(101)
1 (ユ4) 1 (14) 7 (100)
自由遊びの時間は2時間半から3時闘と解答 した者が両園とも半数を占めている。6時 間以






＼ 0:30 1:00 1 30 2 00 2 30 3:30締賭 計
S (M) 5 (15)11(33)6 (18)7 (21)1 (3)1(3)2 6)33(99)
(F) 1 (3)13(33)10(26)10(26)1(3)1 4 (10)39(101)
0 (M) 3 (17)15(28)6(33)3 (17)1 1 1(6)18(101)






¥1 8 00 8:30 9 00i 鯱 賭1 計
S (M) 1(3)18(55)12(36)1 (3)1(3)33(100)
(F)28(72)9(23) 1 2(5)39(100)
O (M) 1(6)15(83)1 6)1 1 (6)18(10ユ)







あ る。 まず これ らの概念は具体物 の大 きさ,多 少,長 さ,形 といったような,あ る種の具体物
馳 φ具聯 と贓 するとぎ硝 瀬 く機育皀と関連し・ある駘 瞑 体物それ鮴 を表聯 ・








一群の橿念めうち大きい ・小さい ・多い ・少ないに関する図(図1 ,2)か らも明 らふなよ
※ ここその考察には8概念をもちいた。調査時にもちいた大きU>・小さ 〉々ジ多少は大小,多 い ・少な
いと意味の上で重複するので省略した。
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うに各々の生活場面における反応率を図示すると同 じパターンを示 していることがわかる。 こ
れらの概念は食事場面,お やつの場面や,洗 面,・入浴時に作用する概念 といえよう。更に,ま
るい,し かく,さんかくなどの形と長い短いの概念も生活場面で同じ反応のパターンを示 して
いる(図3,4)お やつ,入 浴時に高い反応がでているが,そ れに次いで,食 事,自 由遊びの
場面にも比較的多 くでている。これらは形態概念の一部で,具体物を比較的単純に表現する概
念であって食物や容器,箸,歯 ぶ らし,遊び場面 における玩具,と くに積木などと結合 して発
生する概念であると予想される。
二群の空間的概念のうち,左右,遠近などはどのような生活場面にも平均的に表われて くる
ものである(図5,6)。 しか し,その中でも登園,帰 宅時に高い反応率を示 しているといえ




















(0°o)離舞 魏 糞雑(°)藷 魅 鷲髷癖 雑














(%)洗 朝 夕 就 登 帰 お 入 自(%)
面 食 食 寝 園 宅 や 浴 寔
旧寺H寺.日 寺 つ び
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図6遠 い ・近い
洗 朝 夕 就 登 帰 お 入 自
面 餓 寝 園 宅 や 浴 轟
時 時 時 つ び
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図7高 い ・低い 図8何 時
三群の時間の概念については就寝時に反応率が高い。当然のことながら寝る時間を親はやか
ま しくいいきかせているのだろうか。 これについで登園時に多 く発生するのも遅刻 しないため














C)内 の数値ほS園の男 ・女児,0園 の男 ・女児か らなる4標本の各々につL>て,各標





1祖 父 祖 酬 父T母1兄 妹
iM F M F MFMFM F
S喇 ・(3) 0 3(9)4(10)10(30)5(13)11(33)8(21)19(58)30(77)
・ 園1 0 1(14)2(11)2(29) ・(6)・(・4)13(・7)・(i4)・3(72) 5(71)
友 だ ち ひとりあそび










1人 2人 3人 5人




児では3人 と答えたものがもっとも多く,5人 がそれに次いで多い。0園 の女児は2人,3人,


















粘 土 1212 101
ご っ こ 遊 び 825 34
ま ま ご と 111 23
絵 画 1533 116
造 形 1112 81
お に ご っ こ 2020 113
サ ー キ ッ ト 90 10
あ や と り 214 05
折 紙 1234 116
絵 本 を 読 む 1734 126
ボ ー ル 遊 び 2825 155
ままごと,あやとりは女児の典型的遊び
であるのに比して,絵 画,折 紙,絵 本を読












1 s 園 0 園




イ) こどもの要永に応Uて 【15(45)12(31)7C39)3 (43)
ウ) (ア)と(イ)i 9(27)18(46)8C44)2(29)
エ) 無記入 3 9) 1(3)1(6)1 (ユ4)






雑 誌2童 話3 たの しい幼稚園2童 話3
物 語2昔 話4 日 本 昔 話5日 本 昔 は な し2
世 界 童 話 集6名 作童 話3 お 話 し 絵 本4月 刊 雑 誌2
昔 物 語2雑 誌3 童 話3学 習お話 絵 本1
宇 宙 の 本3世 界の童話3 学 研2花 の 図 鑑 ユ
UFOの 絵 本2な ぞ な ぞ3 雑 誌 「幼稚園」2イ ソ ッ プ 童 話1
幼稚園か らの本2お 話の 本3 図 鑑2絵 本1
小学館の幼稚園2 テ レ ビ マ ン ガ2雑 誌 「幼稚園」1










ls 園 0 園
M F M F
計画的に教える 12(6)0 0 0
必要に応じて教える 27(82)33(85)11(61)5(71)
特別に教えない 4(12)4C10)5(28)2(29)





計画的に教える 0 olo 0
必要に応じて教える 125(76)28(72)13((72)3(43)
特別に教えない 16(18)9(23)14(22)4(57)














M F M F
廃 品 12 25 10 4
毛 糸 25 24 5 5
糸 ま き 11 5 3 2
プ ラ スチ ッ ク ビン 5 17 11 2
こ ば こ 1 21 11 4
玉 ケ ー ス 0 4 2 0
は し 8 8 6 2
ス ト ロ 冖 33 16 8 2
王 か ん 12 4 5 2
キ ヤ ツ フ゜ 20 4 7 3
ホ 一 ス 0 1 0
タ イ ヤ 14 2 0
工 具 34
牛 乳 の あ き箱 34
木 34
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質問圈: 葛
表24形 を表 わ す こ とば(さ ん か く,ま る,し か く,は 除 く)
s園1・ 園
MFIMF
ひ し 形2長 四 角6 長 四 角4速L>,選 い1
長 四 角6ひ し 形3 ひ し 形 ・!菰 形鰍 冗!、
今 何 時?1ハ ー ト 型2 デ コ ボ コ2鸚 委ききさ籍)、
製 図 を か こ う1ク ロ ー バ ー 型1 とんが って る1五 角1
テ レ ビ1星 型1 ぎ ざ ぎ ざ1六 角1
う さ ぎ 小 屋1細 長 四 角 ユ 、 つ る つ る1長 四 角1
少 い,多 い1長 ま る1 六 角1
あたり,はずれ1平(たL>ら)1 円1
で こ ぼ こ1 大 きL>,小さL>1
















あ り,創意工夫により新 しい発見につながる場でもある。これ らの展開の過程の中で,数 的な
ものにかかわる経験をすることになるのであろう。遊びの回数を数えたり,玩具を数えたりす
ることが自然に含まれており,その過程において,物 の個数の比較,分 類,統 合などが絶えま






一位以外 二 ・位 ・ 無 記 入
M F M F M F
起 床 S
14(42)aocs1)2(6) 3(8);1?'(52)16(41)
0 12(67)6(86) 1(6) 5(2$) 1(14)
洗 面
S 16(48)22(56) 1(3) 17(52)16(41)
O 13(72)6(86) 5.(28)1(14)
朝 食 S 16(48)20(51) 3(8) 17(52)16(41)
O 13(72)6(86) 5(28) 1(14)
1
細 園
s 14(42)21(54) 2(6) 1(3) 1?一(52) 17(44)
0 13(72)5(71) 1(14) 5(28)1(14)
お や つ
b





10 13(72) 6・(86) 5(28) 1(14)
入 浴 S 11(33)12(31) 5(15) 9(23):17㌧(52)18(47)
0 ・,. 5,(71)5(28) 1.(14)5(28) 1(14)
夕 食
S 16(48)21(54) 1(3) 17(52)17C44)
0、 11(61)6(86) 2c11> 5(28) 1(14)
就 寝 S 16:(48)19(49) 3(8) 17(52)17C44)
0 13(72)6(86) 5(28) 1(14)
自由あそ び
s 11(33)17(44) 5(15) 5.(13)17(52)17(44)
0 11(61)5(71) 2(11) 1(14) 5(28) 1(14)
表26 (2位にあげた場合)
場 面
二位以外 二 位 無 記 入
M F M F M F
起 床
S 14(42)18(46)1(3) 2(5) 18(55)19(49)
0 13(72)6(86) 5(28) 1C14)
洗 面
s 14(42)18(46)1(3) 2(5) 18(55)19(49)
0 11(61)6(86) 2(11) 5(28)1(14)
朝 食
S 15(45)19(49) 1(3) 18(55)19(49)
0 13(72)5(71) 1(14) 5(28) 1(14)
登 園
s 14(42)16(41)1(3) 4(10)18(55)19(49)
0 12(67)5(?1) 1(6) 1(14) 5(28)1(14)
お や つ S 13(39)17(44) 2(6) 3(8) 18(55)19(49)












S 12(36)19(49) 3(9) 1(3) 18(55)・19・(49)丁
0 12(67)5(71) 1(6) 1(14) 5(28)1(14)
自由 あ そ び S 13(39)1?(44) 2(6) 3(S) 18'(55)19(49)
0 10(56)6(86? 3..(17) 5(28) 1(14)
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表27(3位 にあげた場合)
場 面
三位以外 三 位 無 記 入
MF MIF MIF
起 床
S 13'(39)15(38) 1(3) 1(3) 19(58)23(59)
'
0 10(56)6(36)1(6) 7(39) 1(14)
ζ
洗 面
S 14C42)15(38) 1(3) 19(58)23(59)
0 11(61)6(86)1(6) 6(33) 1(14)
朝 食 S
12(36)16(41)2(6) 19(58)23(59)
0 9(50) 6(86)2(11) 7(39) 1(14)
登 園
S 11(33)15(38)3(9) 1(3) 19(58)23(59)
0・ 10'(56)6(86)2(11) 6(33) 1(14)
お や つ
S 12(36)9(23) 2(6) 7E18)19(58)23(59)
0 8(44)5(71')3(17) 1(14) 7(39) 1(14)
帰 宅
襲S
13(39)15(38) 1(3) 1(3) 1sc5s)23(59)
0 11(61)5(?1)1(6) 1(14) 6(33)1(14)
入 浴 S罵 12(36)
16(41) 2(6) 19(58)23(59)
0 10(56)6(86)2(11) 6(33) 1(14)
夕 食
S 13(39)14(36) 1(3) 2(5) 19(58)23(59)
0 11(61)4(57)1(6) 2(29}7(39) 1(14)
就 寝
S 14(42)14(36) 2(5`)19(58)23(59)
O 9(50)5(71) 2(11) 1(14) 7(39) 1(14)
自 由 あそ び
S 12(36)15(38)2(6) 1(3) 19(58)23(59)








同時に,い ろいろな認識過程をとおして新 しい場に適用 しながら新 しい数行動の組み合わせを
こども自から発見 し身につけていくことが常に くり返されていることがわかる。








お わ り に
この実態調査から得た内容は,各項目についての考察でみたのであるが,根拠 としてあげた









この研究の目的は,数 的な芽ばえが幼児の一日の生活帯の中で,ど のように点在 し,それを
どのように経験として蓄積 しているかを,調査することを主目的としたのである。
例えば,数 えられる,数詞を知 っていると言っても,これが幼児の数概念形成の上に,ど の
ような役割を果たすかの研究が必要になるだろう。
そこで,幼児が数をどのように使おうとするのか,ま た,ど のような経験や学習が,数 概念









家庭教育 と幼児教育の2つ の方向から初等教育 との関連を考えながら,幼児期の数概念の実
態を とらえ,数概念の形成に有用な学習と指導方法を,そ の発達課題として究明する。
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